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精 緻 化 自己の主張や他者の主張に，新たな根拠を付け加えて説明し直す
統 合 自己の主張や他者の主張を理解し共通基盤の観点から説明し直す









































A基準 B基準 C基準 D基準
予想
仮説
実験群 13  6  4  0
統制群 8  2  13  0
方法
手順
実験群 16  7  0  0
統制群 2  15  6  0
結果
実験群 0  17  6  0
統制群 0  8  15  0
考察
実験群 6  16  1  0
統制群 1  19  3  0
表４ ルーブリック･レポートの書き方の参照度（人数)
ア イ ウ エ
ルーブリックを参考にし
て作成した
実験群 11 11  1  0
統制群 0 12  8  3
「レポートの書き方」を
参考にして作成した
実験群 4 16  3  0












要請 主張 言い換え 併置
操作的トランザクション
拡張 矛盾 比較的批判 精緻化 統合
a  1  4  3  6  3  0  0  1  0  6  1
 
b  0  3  3  5  2  0  0  0  1  5  0
 
c  0  6  4  4  4  0  0  1  0  4  1
 
d  0  4  6  8  5  0  0  0  0  6  0
 
e  0  3  8  7  2  0  0  0  0  4  0
 










































要請 主張 言い換え 併置
操作的トランザクション
拡張 矛盾 比較的批判 精緻化 統合
g  0  4  4  4  5  0  1  0  0  1  0
 
h  1  6  6  5  3  0  2  0  0  0  0
 
i  0  2  3  7  7  0  0  0  0  1  0
 
j  0  5  5  3  6  0  0  1  0  0  0
 
k  0  6  2  2  5  0  1  0  0  0  0
 


























注）プロトコル内の? >は TDの下位カテゴリ，（ ）は
上位カテゴリを表す（以降，同様に扱う）
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